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菅
首
相
の
退
陣
表
明
後
の
自
民
党
総
裁
選
を
経
て
、
10
月
4
日
に
岸
田
文
雄
氏

が
首
相
に
就
任
し
た
。
そ
の
後
異
例
の
早
さ
で
14
日
に
衆
議
院
を
解
散
し
、
31
日

投
開
票
で
衆
議
院
選
挙
を
行
う
こ
と
を
表
明
。
野
党
の
国
会
開
会
要
求
を
3
カ
月

近
く
放
置
、
開
い
た
と
思
え
ば
ほ
と
ん
ど
議
論
せ
ず
解
散
だ
。
自
公
政
治
の
表
紙

だ
け
付
け
替
え
て
も
「
い
の
ち
を
守
る
」
政
治
は
実
現
で
き
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で

苦
し
ん
で
き
た
私
た
ち
の
要
求
を
大
い
に
議
論
し
、
職
場
の
仲
間
に
政
治
を
変
え

る
選
択
を
呼
び
か
け
よ
う
。

首
班
指
名
を
行
う
臨
時
国
会

が
始
ま
っ
た
10
月
4
日
、
衆
院

議
員
会
館
前
に
は
「
総
選
挙
で

政
治
を
変
え
よ
う
」
と
約
3
0

0
人
が
集
ま
っ
た
。

主
催
の
総
が
か
り
実
行
委
員

会
を
代
表
し

て
あ
い
さ
つ

し
た
竹
内
広

人
さ
ん
（
平

和
フ
ォ
ー
ラ

ム
事
務
局

長
）は
、新
た

に
岸
田
政
権

が
発
足
し
た

が
、
安
倍
・

菅
政
権
の
も

と
で
憲
法
破

壊
を
繰
り
返

し
て
き
た
自

民
党
に
「
こ

れ
以
上
、
政

権
は
任
せ
ら

れ
ま
せ
ん
」

と
強
調
。
総
選
挙
で
市
民
と
野

党
が
勝
利
す
る
た
め
に
、
「
私

た
ち
は
全
力
で
た
た
か
お
う
」

と
述
べ
た
。

市
民
連
合
運
営
委
員
の
山
口

二
郎
さ
ん
（
法
政
大
学
教
授
）

は
、
自
民
党
総
裁
選
後
に
岸
田

氏
が
、
「
（
日
本
は
）
民
主
主

義
の
危
機
に
あ
る
」
と
発
言
し

た
こ
と
に
言
及
。
「
危
機
を
招

い
た
の
は
い
っ
た
い
誰
な
の

か
。
私
た
ち
は
そ
の
危
機
を
打

開
す
る
た
め
、
総
選
挙
で
自
公

の
過
半
数
割
れ
、
政
権
交
代
を

実
現
し
よ
う
。
こ
れ
か
ら
が
本

番
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

各
野
党
を
代
表
し
て
、
立
憲

民
主
党
の
近
藤
昭
一
衆
院
議

員
、
日
本
共
産
党
の
志
位
和
夫

委
員
長
、
社
民
党
の
福
島
瑞
穂

党
首
、
参
院
会
派「
沖
縄
の
風
」

の
伊
波
洋
一
参
院
議
員
が
ス
ピ

ー
チ
し
た
。

総
選
挙
は
10
月
19
日
公
示
、

31
日
投
開
票
で
行
わ
れ
る
。
職

場
や
地
域
の
仲
間
と
要
求
を
語

り
、
政
治
を
変
え
る
た
め
に
多

く
の
組
合
員
に
選
挙
権
の
行
使

を
呼
び
か
け
よ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
か
ら

人
々
の
命
を
守
る
医
療
・
保
健

衛
生
体
制
を
整
備
す
る
よ
う
、

全
労
連
と
全
労
協
が
緊
急
の
臨

時
国
会
開
会
を
求
め
る
共
同
声

明
を
9
月
22
日
に
発
表
し
た
。

保
健
所
の
拡
充
や
医
師
・
看
護

師
・
保
健
師
の
増
員
、
公
立
・

公
的
病
院
の
再
編
統
廃
合
計
画

の
撤
回
を
求
め
て
い
る
。
全
労

連
の
呼
び
か
け
に
全
労
協
が
応

え
、
両
組
織
の
議
長
に
よ
る
記

者
会
見
を
行
っ
た
。

ぜ
い
じ
ゃ
く

声
明
は
「
脆
弱
な
医
療
・
公

衆
衛
生
体
制
に
よ
っ
て
『
救
え

る
命
す
ら
救
え
な
い
事
態
』が
、

こ
の
1
年
半
繰
り
返
さ
れ
て
い

る
」と
危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
、

「
こ
れ
は
自
然
災
害
で
は
な
い
」

と
指
摘
。
こ
の
30
年
余
り
の
間

に
進
め
ら
れ
た
、
保
健
所
や
感

染
症
病
床
の
削
減
が
招
い
た

「
人
災
だ
」と
批
判
し
、
医
療
・

介
護
・
公
衆
衛
生
体
制
拡
充
へ

の
政
策
転
換
を
求
め
て
い
る
。

全
労
連
の
小
畑
雅
子
議
長
は

「
菅
首
相
は
『
コ
ロ
ナ
対
策
に

集
中
す
る
』
と
言
い
な
が
ら
、

野
党
が
求
め
る
臨
時
国
会
を
開

か
な
い
。
感
染
拡
大
第
5
波
が

収
ま
り
つ
つ
あ
る
今
、
速
や
か

に
臨
時
国
会
を
開
き
、
十
分
な

予
算
措
置
と
対
策
を
議
論
す
べ

き
」
と
語
っ
た
。
全
労
協
の
渡

辺
洋
議
長
は
「
こ
れ
を
機
に
こ

の
枠
組
み
で
国
や
政
府
に
働
き

か
け
、
連
合
に
も
ウ
イ
ン
グ
を

広
げ
た
い
」
と
い
の
ち
を
守
る

政
策
へ
の
転
換
を
求
め
る
共
同

を
広
げ
る
決
意
を
語
っ
た
。

国会開会日行動には立憲野党の議員も
かけつけた（10月4日）

全労連、全労協の両議長が参加した
記者会見（9月22日）

岸田首相の地元広島で政治を変えようと呼びかける広島の仲間（10月4日）

徳
島
県
議
会
で
は
、
「
新
型

コ
ロ
ナ
を
踏
ま
え
た
公
立
・
公

的
病
院
の
維
持
・
存
続
を
求
め

る
意
見
書
が
公
明
党
2
議
員
を

除
く
す
べ
て
の
議
員
提
案
で
提

出
さ
れ
、
10
月
1
日
に
は
公
明

党
議
員
も
含
め
た
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。
意
見
書
は
、
病

床
削
減
な
ど
を
盛
り
込
ん
だ

「
地
域
医
療
構
想
」
の
議
論
を

コ
ロ
ナ
収
束
後
に
仕
切
り
直

し
、
公
立
・
公
的
病
院
の
維
持

と
存
続
を
国
に
求
め
て
い
る
。

「
陽
性
患
者
の
受
け
入
れ
や
検

査
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
な
ど
に

貢
献
し
、
（
公
立
・
公
的
病
院

の
）
重
要
性
は
一
層
増
し
て
い

る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

広
島
県
内
で
は
地
域
医
療
を

守
る
意
見
書
採
択
が
8
自
治
体

に
増
え
、尾
道
市
、府
中
市
、
庄

原
市
、
世
羅
町
、
坂
町
、
江
田

島
市
、
福
山
市
、
安
芸
太
田
町

と
な
り
、
全
23
市
町
に
占
め
る

割
合
は
34
・
8
％
と
な
っ
た
。

徳島県議会
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今月のみどころ
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存
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意
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全
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一
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択
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